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ゲイル・キニー・コルネリウス
（ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました。）

「あなたがたが同
はら

胞
から

のために務
つと

めるのは，とりも
なおさず，あなたがたの神

かみ

のために務
つと

めるので
ある。」（モーサヤ 2：17）

サミーは目
め

を開
あ

けてあくびをしました。何
なに

かおいしいにおいがします。
うーん，パパがパンを作

つく

っているんだ！ サ
ミーはそう思

おも

いました。
パパは毎

まい

週
しゅう

土
ど

曜
よう

日
び

に家
か

族
ぞく

のためにパンを焼
や

いてくれます。サミーはパパがオーブンからカリ
カリの茶

ちゃ

色
いろ

いパンを取
と

り出
だ

すのをながめるのが
好
す

きでした。パパはいつもサミーに最
さい

初
しょ

の一
ひと

切
き

れをくれます。
でも，今

き ょ う

日は土
ど

曜
よう

日
び

じゃないのにとサミーは
思
おも

いました。パパはなぜパンを焼
や

いているん
だろう？

サミーはベッドから出
で

て台
だい

所
どころ

に向
む

かいました。
サミーはパパに，どうしたのか聞

き

きました。
「ビショップが何

なん

て言
い

っていたか覚
おぼ

えている
かい？」パパが言

い

いました。
サミーはうなずきました。「ビ

ショップは，人
ひと

を助
たす

けてください， 
って言

い

ったね。ぼくはマーティン
姉
し

妹
まい

がカバンを二
に

階
かい

に持
も

ってい
くのを手

て

伝
つだ

ったよ。覚
おぼ

えてる？」
「よくやったね」とパパは言

い

いま
した。「わたしはどうやって助

たす

けら

れるかいのってみたんだ。すると，パンを焼
や

いて
だれかに分

わ

けるというアイデアを思
おも

いついたん
だよ。」

サミーは，オーブンのまどをのぞきこみ，パン
の数

かず

を数
かぞ

えました。
「1，2，3，４。パンをだれにあげるつもり？」
「そのことで助

たす

けてほしいんだ」とパパは言
い

い
ました。「マーティン姉

し

妹
まい

のために一
ひと

つ。ミ
ラー家

け

のために二
ふた

つ。 4 つ目
め

のパンはだれに
あげたらいいだろう？」

サミーはそれについて考
かんが

えました。
「リーさんはどうかな？」とサミーは言

い

いまし
た。リーさんは，同

おな

じアパートに住
す

んでいる人
ひと

です。あまり外
そと

に出
で

ることはなく，たいてい，ま
どから人

ひと

々
びと

をながめています。
「それはすばらしいアイデアだね」とパパは言

い

いました。
パンが焼

や

き上
あ

がると，サミーはパパがパンを包
つつ

むのを手
て

伝
つだ

いました。それから，ワゴンを持
も

って
きて，二

ふた

人
り

でパンをワゴンの中
なか

に入
い

れました。
「パンのワゴンは出

しゅっ

発
ぱつ

の準
じゅん

備
び

万
ばん

端
たん

だよ！」サ
ミーは言

い

いました。
パパはサミーがワゴンを引

ひ

くのを助
たす

けました。
サミーの心

こころ

は，温
あたた

かくていい気
き

持
も

ちがしました。
まるで，配

くば

ろうとしているパンのような気
き

持
も

ちで
した！ ●
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

バーモント州
しゅう

に住
す

んでいます。
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